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ヘッドライン　化学が築く未来について
　2022 年度から実施されている現行の高等学校学習指導要領では，様々な物質と人間生活，
化学が築く未来について理解し，生徒の思考力，判断力，表現力等を育成しようというねら
いから，「化学基礎」では「化学が拓く世界」，「化学」では「化学が果たす役割」という項
目が設定された。教科書の終章には，それまでに学習した内容を受け，例えば「化学」では
「化学が築く未来について」という項目が設けられている。そこで，本ヘッドラインではこ
の教科書の内容を踏まえ，化学が築く未来についてさらに深い学びにつなげられる題材を 3
つ取り上げ解説する。意欲のある高校生にもぜひ読んでもらいたい。
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次号ヘッドライン  先輩たちが後輩たちに伝えたい化学教育

　本校は，大正 12 年に埼玉県立松山中学校として開校し，昭和 23 年度には埼玉県
立松山高等学校と改称して今日に至ります。「文武不岐」を建学の精神として掲げ，
これまでに多くの優れた人材を社会に輩出してまいりました。普通科に加えて理数
科を設置し，令和 5年度からは SSH校（第Ⅲ期）の指定を受け，科学系人材の育
成にも力を注いでいます。生徒一人ひとりの持つ可能性や潜在能力を最大限に引き
出し，高い進路希望の実現を目指した指導に取り組んでいます。〔撮影者　平塚  
柳之佑（本校OB）〕

表紙の言葉　埼玉県立松山高等学校
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